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1 ‘Errors and the Phenomenology of Value’, in Blackburn (1993), pp. 149-165. 初出は Ethics and 























                                                
2 ブラックバーンは phenomenologyの他に、phenomena (‘the surface phenomena of moral thought’, p. 





















・ 実在論(realism): 投影説は誤りとする立場。 























































































                                                
5 ブラックバーンが注で挙げているのは、Wiggins (1987)に収録されている‘Truth, Invention and the 
Meaning of Life’, Nagel (1979)に収録されている‘Subjective and Objective’, McDowell (1998)に収録さ















































































                                                
7 ブラックバーン自身の言葉では「道徳的事実やおかしさの事実や数学的事実などの分析がなされ
ていない特異な領域に対して、正当にも敵対的でありうる形而上学的見解(a metaphysical view that 
can be properly hostile to an unanalyzed and sui generis area of moral or humorous or mathematical facts)」
















































(こだま さとし 東京大学) 
                                                
8 マクダウェル流に言えば、価値の一次性質モデルと二次性質モデル。「価値と二次性質」の第五
節を見よ。 
9 ここではこれ以上立ち入った議論はできないが、この問題はマクダウェルの「価値と二次性質」
の第二節から第四節、とりわけ、非常に難解な第三節の議論をどう評価するかという点に集約さ
れると思われる。 
